
表敬訪問風景

当
区
域
に
所
在
す
る
東
海
大
学
で
の
募
集
・
広
報

長　

平
１
陸
尉
）
は
、
３
月
１
６
日
（
水
）、
担

海
大
学
学
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。

懇
談
の
場
に
は
キ
ャ
リ
ア
就
職
セ
ン
タ
ー
長
も

同
席
さ
れ
、
同
大
学
か
ら
志
願
又
は
入
隊
状
況
、

に
つ
い
て
の
説
明
に
つ
い
て
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
訪
問
と
な
っ
た
。

平
塚
地
域
事
務
所
で
は
、「
今
後
も
、
担
当
区

域
す
べ
て
の
方
々
か
ら
自
衛
隊
に
対
す
る
正
し
い

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
の
活
動
の
現
状
、
予
備
自
衛
官
補
制
度
等

理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
防
衛
基
盤
の
育
成

活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
、
本
部
長
と
と
も
に
東

担当区域大学学長へ挨拶

神奈川県自衛隊遺族会「山ゆり会」湯河原研修支援

回
、
部
隊
や
史
跡
等
の
研
修
を
実
施
し
て
い

す
る
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
そ
れ
ぞ
れ
の
殉
職

り
会
」
が
実
施
し
た
史
跡
研
修
を
支
援
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で
、
真

遺
族
が
参
加
し
、
久
し
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ
で

午
前
中
の
研
修
地
で
あ
る
「
幕
山
公
園
」

も
咲
か
せ
つ
つ
、
約
４
０
０
０
本
の
紅
梅
・

３
月
１
１
日
（
金
）、
神
奈
川
県
湯
河
原
町

の
交
流
の
機
会
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
遺
族

相
模
湾
の
景
色
に
も
癒
さ
れ
て
の
研
修
と
な

午
後
は
予
定
し
た
研
修
が
残
念
な
が
ら
雨

間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
年
１

「
山
ゆ
り
会
」
は
、
神
奈
川
県
内
に
居
住

に
お
い
て
神
奈
川
県
自
衛
隊
遺
族
会
「
山
ゆ

る
。

冬
並
み
の
寒
さ
で
も
あ
っ
た
が
、
１
３
名
の

っ
た
。

で
は
、
小
雨
の
な
か
色
と
り
ど
り
の
傘
の
花

松
田
辰
雄　

１
等
海
佐
）
は
、
平
成
２
８
年

隊
員
の
遺
族
か
ら
な
り
、
平
素
は
会
員
相
互

賑
や
か
な
車
内
と
な
り
、
車
窓
か
ら
見
え
る

白
梅
が
咲
き
誇
る
園
内
を
散
策
し
た
。

に
併
設
さ
れ
た
足
湯
に
つ
か
っ
た
り
、
お
土

て
い
た
。

か
な
か
遠
出
す
る
機
会
を
作
れ
な
か
っ
た
が
、

「
久
し
ぶ
り
に
『
山
ゆ
り
会
』
の
皆
さ
ん
に

で
中
止
と
な
っ
た
が
、
研
修
者
は
昼
食
場
所

産
を
買
う
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し

研
修
者
か
ら
は
、「
足
の
調
子
が
悪
く
な

今
回
の
研
修
で
は
大
変
楽
し
く
過
ご
せ
た
」、

聞
か
れ
、
遺
族
支
援
業
務
の
必
要
性
と
重
要

は
遺
族
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
な
け
れ
ば

た
。

お
会
い
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
」
等
の
感
想
が

性
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
地
方
協
力
本
部

な
ら
な
い
こ
と
を
再
認
識
し
た
一
日
で
あ
っ

「梅香る、湯河原で深めた遺族間交流」

神奈川地本潜水艦見学ツアー

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務
所
（
所

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

松

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

官
関
連
団
体
に
対
し
て
自
衛
隊
広
報
活
動

を
実
施
し
た
。

予
備
自
衛
官
関
連
６
団
体
８
名
の
参
加
を

問
し
、
部
隊
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受

問
が
飛
び
交
い
、
こ
れ
に
よ
り
、
自
衛
隊

衛
官
の
就
職
の
援
助
・
予
備
自
衛
官
の
採

３
月
１
３
日
（
日
）、
海
上
自
衛
隊
第
２

と
と
も
に
、
防
衛
基
盤
の
拡
充
を
図
る
こ

参
加
者
か
ら
は
、
厳
し
い
任
務
や
初
め
て

た
。

と
を
目
的
と
し
て
、
神
奈
川
地
本
主
催
で

こ
れ
は
、
援
護
協
力
企
業
と
予
備
自
衛

潜
水
隊
群
に
お
い
て
潜
水
艦
見
学
ツ
ア
ー

当
日
は
、
援
護
協
力
企
業
４
社
９
名
、

得
て
、
海
上
自
衛
隊
第
２
潜
水
隊
群
を
訪

目
に
す
る
潜
水
艦
内
の
状
況
に
つ
い
て
質

の
実
情
等
に
つ
い
て
の
認
識
や
、
退
職
自

田
辰
雄　

１
等
海
佐
）
は
、
平
成
２
８
年

を
行
い
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
得
る

け
る
と
と
も
に
潜
水
艦
内
見
学
を
行
っ
た
。

用
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

米
海
軍
横
須
賀
基
地
内
に
あ
り
、
併
せ
て

米
軍
内
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
昼
食
を
摂
る

神
奈
川
地
本
は
「
援
護
協
力
企
業
や
予

の
強
化
の
た
め
、
今
後
も
定
期
的
に
こ
の

ま
た
、
海
上
自
衛
隊
第
２
潜
水
隊
群
は

米
軍
基
地
内
を
見
学
し
た
。
参
加
者
は
、

な
ど
、
海
外
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
。

備
自
衛
官
関
連
団
体
と
自
衛
隊
と
の
連
携

と
し
て
い
る
。

よ
う
な
部
隊
見
学
の
機
会
を
設
け
た
い
」

「援護協力企業・予備自衛官関連団体との関係を強化」


